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鳥取県立倉吉養護学校

倉吉養護学校キャラクター
くらまめくん

校　章　の　由　来

・ 円は太陽を表し、“この子らが世の光”である願いを
こめたものである。

・　　　　 は手をつなぐ子らであり、
社会連帯の中で育てられる姿である。

・二重円は、円満な人格の願望である。

・　　　　 は倉吉の抽象形であり、霊峰大山をかたどる。

・ 簡潔で子どもにも描ける形として、
円と四角の基本形を配した。

・ 正しく描くことができ易いため、
長さの割合を常に三分の一とする。

校章創案者

岸　信　正　義
（初代校長）

校　　章

学校周辺案内図及びアクセス

313

179

至北栄 至９号線

至琴浦

国府川 小鴨川

至高城・
北谷 西倉吉町

保育園前
バス停

東鴨新町
バス停

至関金・
米子道

河原町

上井

至広瀬

至米子
至９号線

天
神
川

倉吉駅 至鳥取

至三朝

至人形峠

至湯梨浜

N

白壁土蔵群・赤瓦

倉吉市役所 倉吉パークスクエア

倉吉IC

鳥取県立
倉吉養護学校

倉吉養護学校へのアクセス倉吉養護学校へのアクセス

日交バス　広瀬行き　東鴨新町下車 5分
日交バス　関金行き　保育園前下車 10分

交通機関　所要時間：倉吉駅からバス・徒歩で約30分
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（令和７年５月１日現在）

 学部

種別 学年

小　　　学　　　部 中　　　学　　　部 高　　　等　　　部
合計

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計

肢
体
不
自
由
教
育
部
門

単 一
障がい学級

学 級 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

児童生徒数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

重 複
障がい学級

学 級 数 1 1 1 1 0 0 2 

児童生徒数 0 0 0 0 1 2 3 1 0 2 3 0 0 0 0 6 

計
学 級 数 1 1 1 1 0 0 2 

児童生徒数 0 0 0 0 1 2 3 1 0 2 3 0 0 0 0 6 

知
的
障
が
い
教
育
部
門

単 一
障がい学級

学 級 数 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 3 1 2 2 5 14 

児童生徒数 2 3 2 4 4 3 18 4 4 6 14 7 9 9 25 57 

重 複
障がい学級

学 級 数 13 13 5 5 7 7 25 

児童生徒数 8 7 11 5 5 2 38 3 7 3 13 3 8 10 21 72 

計
学 級 数 19 19 8 8 12 12 39 

児童生徒数 10 10 13 9 9 5 56 7 11 9 27 10 17 19 46 129 

合　　計
学 級 数 20 20 9 9 12 12 41 

児童生徒数 10 10 13 9 10 7 59 8 11 11 30 10 17 19 46 135 

◆学園生数・通学生数 （令和７年５月１日現在）

学部

学年
種別 性別 　　　　

小　　　学　　　部 中　　　学　　　部 高　　　等　　　部

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計

皆 成 学 園・
因伯子供学園生

男 0 1 0 0 4 1 6 3 1 0 4 3 1 3 7 

女 0 0 1 2 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

自 宅 通 学 生
男 6 8 10 5 4 3 36 3 8 6 17 5 14 11 30 

女 4 1 2 2 2 2 13 2 2 5 9 2 1 6 9 

部門別・学部別・学年別児童生徒数・進路状況

◆令和６年度卒業生の進路状況（両部門合同）
小学部 人数（人）

本校中学部 7

他校中学部 0

合　　計 7

中学部 人数（人）

本校高等部 7

他校高等部 0

そ の 他 0

合　　計 7

高等部 人数（人）

※複数利用あり

就労継続
支援Ｂ型
（※）　　

光の家ライトピア 1

和　もなみ 1

ワークくらよし 1

ボンシャンス 1

ハッピーバーディ 1

生活介護他
（※）　　　

スマイルセンター倉吉 2

共生ホームこころ 1

Gottcha 1

そ の 他 未定（継続支援） 2

合　　　　計 10
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追
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校
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皆 成 学 園・
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男 0 1 0 0 4 1 6 3 1 0 4 3 1 3 7 

女 0 0 1 2 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

自 宅 通 学 生
男 6 8 10 5 4 3 36 3 8 6 17 5 14 11 30 
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部門別・学部別・学年別児童生徒数・進路状況
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中学部 人数（人）

本校高等部 7

他校高等部 0

そ の 他 0

合　　計 7

高等部 人数（人）

※複数利用あり

就労継続
支援Ｂ型
（※）　　

光の家ライトピア 1

和　もなみ 1

ワークくらよし 1

ボンシャンス 1

ハッピーバーディ 1

生活介護他
（※）　　　

スマイルセンター倉吉 2

共生ホームこころ 1

Gottcha 1

そ の 他 未定（継続支援） 2

合　　　　計 10



主な学校行事等（変更あり）

教 職 員 数

全　　体 小 学 部 中 学 部 高 等 部 保 健 指 導 PTA・他

４
月

着任式・始業式
入学式
参観日
PTA総会

医療的ケア懇談会
医療的ケア委員会
身体測定
視力・聴力検査

参観日
PTA役員会
PTA総会

５
月

運動会
通級開始

心電図検査
胸部レントゲン
尿検査
内科検診
眼科検診

懇談日

６
月

参観日
福祉セミナー
学校説明会
避難訓練（火災）

校外学習（Ｂ５年）
修学旅行（６年）

校外学習（Ｂ２年）
校外学習（Ｂ１年）

産業現場等における実習 歯科検診
内科検診

参観日

７
月

学校公開日
参観日
（性に関する指導）
避難訓練（洪水）
終業式

校外学習（Ａ） 体験入学
校外学習（Ｂ単２・３年）

医療的ケア委員会
摂食指導

参観日
懇談日
PTA研修会
PTA役員会

８
月 始業式 学校保健委員会

９
月 引き渡し訓練 体験入学 身体測定（Ｂ） 同窓会

10
月

くらよう文化祭 校外学習（Ｂ単一）
校外学習
（Ａ・Ｂ重複４年以上）
市連合音楽会

校外学習（Ｂ２年）
修学旅行（Ａ３年）
修学旅行（Ｂ３年）

特別支援学校技能検定
産業現場等における実習

11
月

避難訓練（地震）
学校公開日
参観日
全体研究会

校外学習 産業現場等における実習 校外学習（Ｂ単２年）
校外学習（Ｂ重複）
修学旅行（Ｂ３年）

身体測定（Ａ） 参観日
進路研修会
PTA役員会

12
月

全体研究会
終業式

体験学習（校内） 校外学習（Ｂ単１年） 摂食指導
医療的ケア委員会

１
月

始業式
参観日

生徒募集に関する
説明会

学校保健委員会 参観日
学部・学年懇談
PTA役員会

２
月

転入学説明会 転入学説明会 くらようショップ 身体測定（Ｂ）
摂食指導

PTA役員会
懇談日（卒）

３
月

卒業式
修了式・離任式

高等部入学者検査
合格発表
入学説明会

医療的ケア委員会 懇談日（在）

 （令和７年５月１日現在）

職
名

性
別

校

長

副

校

長

教

頭

主
幹
教
諭
・
部
主
事

部

主

事

教

諭

講

師

非

常

勤

講

師

養

護

教

諭

実

習

教

諭

実

習

助

手

事

務

長

事

務

次

長

主

事

学
校
技
能
副
班
長

介

助

職

員

非
常
勤
介
助
職
員

学
校
看
護
主
任

非
常
勤
看
護
師

図

書

館

司

書

給

食

調

理

員

就
労
定
着
支
援
員

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

教
員
業
務
支
援
員

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

計

男 0 0 1 1 1 30 4 1 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 44
女 1 1 1 1 0 41 11 2 2 0 0 1 1 1 0 1 5 1 4 1 2 1 5 1 0 84
計 1 1 2 2 1 71 15 3 2 1 1 1 1 2 1 1 6 1 4 1 2 1 6 1 0 128

（令和７年５月１日現在）

 学部

種別 学年

小　　　学　　　部 中　　　学　　　部 高　　　等　　　部
合計

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計

肢
体
不
自
由
教
育
部
門

単 一
障がい学級

学 級 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

児童生徒数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

重 複
障がい学級

学 級 数 1 1 1 1 0 0 2 

児童生徒数 0 0 0 0 1 2 3 1 0 2 3 0 0 0 0 6 

計
学 級 数 1 1 1 1 0 0 2 

児童生徒数 0 0 0 0 1 2 3 1 0 2 3 0 0 0 0 6 

知
的
障
が
い
教
育
部
門

単 一
障がい学級

学 級 数 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 3 1 2 2 5 14 

児童生徒数 2 3 2 4 4 3 18 4 4 6 14 7 9 9 25 57 

重 複
障がい学級

学 級 数 13 13 5 5 7 7 25 

児童生徒数 8 7 11 5 5 2 38 3 7 3 13 3 8 10 21 72 

計
学 級 数 19 19 8 8 12 12 39 

児童生徒数 10 10 13 9 9 5 56 7 11 9 27 10 17 19 46 129 

合　　計
学 級 数 20 20 9 9 12 12 41 

児童生徒数 10 10 13 9 10 7 59 8 11 11 30 10 17 19 46 135 

◆学園生数・通学生数 （令和７年５月１日現在）

学部

学年
種別 性別 　　　　

小　　　学　　　部 中　　　学　　　部 高　　　等　　　部

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計

皆 成 学 園・
因伯子供学園生

男 0 1 0 0 4 1 6 3 1 0 4 3 1 3 7 

女 0 0 1 2 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 

自 宅 通 学 生
男 6 8 10 5 4 3 36 3 8 6 17 5 14 11 30 

女 4 1 2 2 2 2 13 2 2 5 9 2 1 6 9 

部門別・学部別・学年別児童生徒数・進路状況

◆令和６年度卒業生の進路状況（両部門合同）
小学部 人数（人）

本校中学部 7

他校中学部 0

合　　計 7

中学部 人数（人）

本校高等部 7

他校高等部 0

そ の 他 0

合　　計 7

高等部 人数（人）

※複数利用あり

就労継続
支援Ｂ型
（※）　　

光の家ライトピア 1

和　もなみ 1

ワークくらよし 1

ボンシャンス 1

ハッピーバーディ 1

生活介護他
（※）　　　

スマイルセンター倉吉 2

共生ホームこころ 1

Gottcha 1

そ の 他 未定（継続支援） 2

合　　　　計 10



主な学校行事等（変更あり）

教 職 員 数

全　　体 小 学 部 中 学 部 高 等 部 保 健 指 導 PTA・他

４
月

着任式・始業式
入学式
参観日
PTA総会

医療的ケア懇談会
医療的ケア委員会
身体測定
視力・聴力検査

参観日
PTA役員会
PTA総会

５
月

運動会
通級開始

心電図検査
胸部レントゲン
尿検査
内科検診
眼科検診

懇談日

６
月

参観日
福祉セミナー
学校説明会
避難訓練（火災）

校外学習（Ｂ５年）
修学旅行（６年）

校外学習（Ｂ２年）
校外学習（Ｂ１年）

産業現場等における実習 歯科検診
内科検診

参観日

７
月

学校公開日
参観日
（性に関する指導）
避難訓練（洪水）
終業式

校外学習（Ａ） 体験入学
校外学習（Ｂ単２・３年）

医療的ケア委員会
摂食指導

参観日
懇談日
PTA研修会
PTA役員会

８
月 始業式 学校保健委員会

９
月 引き渡し訓練 体験入学 身体測定（Ｂ） 同窓会

10
月

くらよう文化祭 校外学習（Ｂ単一）
校外学習
（Ａ・Ｂ重複４年以上）
市連合音楽会

校外学習（Ｂ２年）
修学旅行（Ａ３年）
修学旅行（Ｂ３年）

特別支援学校技能検定
産業現場等における実習

11
月

避難訓練（地震）
学校公開日
参観日
全体研究会

校外学習 産業現場等における実習 校外学習（Ｂ単２年）
校外学習（Ｂ重複）
修学旅行（Ｂ３年）

身体測定（Ａ） 参観日
進路研修会
PTA役員会

12
月

全体研究会
終業式

体験学習（校内） 校外学習（Ｂ単１年） 摂食指導
医療的ケア委員会

１
月

始業式
参観日

生徒募集に関する
説明会

学校保健委員会 参観日
学部・学年懇談
PTA役員会

２
月

転入学説明会 転入学説明会 くらようショップ 身体測定（Ｂ）
摂食指導

PTA役員会
懇談日（卒）

３
月

卒業式
修了式・離任式

高等部入学者検査
合格発表
入学説明会

医療的ケア委員会 懇談日（在）

 （令和７年５月１日現在）
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男 0 0 1 1 1 30 4 1 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 44
女 1 1 1 1 0 41 11 2 2 0 0 1 1 1 0 1 5 1 4 1 2 1 5 1 0 84
計 1 1 2 2 1 71 15 3 2 1 1 1 1 2 1 1 6 1 4 1 2 1 6 1 0 128

令
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校　章　の　由　来

・ 円は太陽を表し、“この子らが世の光”である願いを
こめたものである。

・　　　　 は手をつなぐ子らであり、
社会連帯の中で育てられる姿である。

・二重円は、円満な人格の願望である。

・　　　　 は倉吉の抽象形であり、霊峰大山をかたどる。

・ 簡潔で子どもにも描ける形として、
円と四角の基本形を配した。

・ 正しく描くことができ易いため、
長さの割合を常に三分の一とする。

校章創案者

岸　信　正　義
（初代校長）

校　　章

学校周辺案内図及びアクセス

313

179

至北栄 至９号線

至琴浦

国府川 小鴨川

至高城・
北谷 西倉吉町

保育園前
バス停

東鴨新町
バス停

至関金・
米子道

河原町

上井

至広瀬

至米子
至９号線

天
神
川

倉吉駅 至鳥取

至三朝

至人形峠

至湯梨浜

N

白壁土蔵群・赤瓦

倉吉市役所 倉吉パークスクエア

倉吉IC

鳥取県立
倉吉養護学校

倉吉養護学校へのアクセス倉吉養護学校へのアクセス

日交バス　広瀬行き　東鴨新町下車 5分
日交バス　関金行き　保育園前下車 10分

交通機関　所要時間：倉吉駅からバス・徒歩で約30分

沿　革　概　要
昭和24年 9月 1日 県立皆生学園設立　米子市東福原　奨徳学校内
昭和26年 5月31日 県立皆成学園独立　倉吉市みどり町に移転
昭和31年11月 1日 義務教育併設認可
  倉吉市立明倫小学校皆成分校・倉吉市立西中学校皆成分校設置
昭和47年 4月 1日 倉吉市立養護学校創立（皆成学園内にて開校式）
昭和51年 2月15日 校歌制定
昭和52年 3月31日 校舎建築第１期工事完了（普通教室棟　２棟）
昭和52年11月10日 倉吉市立養護学校教育振興会の発会
昭和53年 3月31日 校舎建築第２期工事完了（特別教室・管理棟　１棟）
昭和53年 9月 1日 新校舎に移転「倉吉市立倉吉養護学校」に校名変更
昭和55年11月20日 第３回山陰両県精神薄弱養護学校運営研究協議会開催（本校にて）
 ～21日
昭和56年10月 2日 特殊教育100年記念第20回鳥取県特殊教育研究発表大会
昭和57年 3月25日 昭和56年度鳥取県学術・教育研究奨励賞受賞
昭和57年 4月 9日 文部省特殊教育教育課程研究の指定を受ける
昭和57年 6月 5日 学校創立10周年記念式典挙行
昭和58年11月11日 文部省特殊教育教育課程研究指定発表
昭和59年10月20日 第11回中国５県特殊教育研究発表
昭和60年 4月 1日 心身障害児適正就学推進研究校（文部省研究指定）
昭和60年11月 7日 鳥取県私立幼稚園障害児教育研究発表大会
昭和61年 4月 1日 鳥取県立倉吉養護学校高等部が倉吉市立倉吉養護学校内に創立
昭和63年 3月10日 高等部校舎建築工事完了
昭和63年 4月 1日  倉吉市立倉吉養護学校が県立に移管され、小学部・中学部・高等部を有する

鳥取県立倉吉養護学校となる
平成 2年 1月24日 平成元年度鳥取県学校給食優良校として県教育長表彰を受賞
平成 2年 3月31日 水泳プール完成
平成 4年11月27日 学校創立20周年記念式典挙行
平成 6年 4月 1日 高等部重複障害学級を開設
平成 8年11月 3日 財団法人博報児童教育振興会博報賞・文部大臣奨励賞受賞
平成13年 4月 1日 高等部訪問学級を開設
平成14年10月26日 学校創立30周年記念式典挙行
平成16年 4月 1日 肢体不自由教育部門設置
平成17年 3月 9日 新グラウンド完成
平成17年 9月16日 新高等部棟完成
平成18年 7月14日 自閉症通級指導教室の設置
平成20年12月12日 中国四国特別支援学校知的障害教育校PTA連合会研究協議会
 ～13日
平成24年 3月29日 高等部南棟完成
平成24年 4月 1日 高等部体操服・作業服導入
平成24年11月13日 創立40周年記念誌発刊
平成24年 2月23日 平成23年度全国学校保健会健康教育推進学校最優秀校表彰
平成25年 4月 1日 高等部制服制定・小学部・中学部体操服導入
平成26年 4月23日 平成26年度子どもの読書活動優秀実践校　文部科学大臣表彰
平成28年 6月30日 水治訓練室完成
平成29年10月26日 第56回全日本学校歯科保健優良校　奨励賞受賞
令和 3年 8月18日 第19回中国地区知的障害教育研究大会（オンライン開催）
 ～ 9月 7日
令和 4年 8月30日 創立50周年記念式典挙行（PTA会長・教育振興会長・学校関係者で実施）
令和 4年10月 8日 創立50周年記念誌発刊



校　章　の　由　来

・ 円は太陽を表し、“この子らが世の光”である願いを
こめたものである。

・　　　　 は手をつなぐ子らであり、
社会連帯の中で育てられる姿である。

・二重円は、円満な人格の願望である。

・　　　　 は倉吉の抽象形であり、霊峰大山をかたどる。

・ 簡潔で子どもにも描ける形として、
円と四角の基本形を配した。

・ 正しく描くことができ易いため、
長さの割合を常に三分の一とする。

校章創案者

岸　信　正　義
（初代校長）

校　　章

学校周辺案内図及びアクセス

313

179

至北栄 至９号線

至琴浦

国府川 小鴨川

至高城・
北谷 西倉吉町

保育園前
バス停

東鴨新町
バス停

至関金・
米子道

河原町

上井

至広瀬

至米子
至９号線

天
神
川

倉吉駅 至鳥取

至三朝

至人形峠

至湯梨浜

N

白壁土蔵群・赤瓦

倉吉市役所 倉吉パークスクエア

倉吉IC

鳥取県立
倉吉養護学校

倉吉養護学校へのアクセス倉吉養護学校へのアクセス

日交バス　広瀬行き　東鴨新町下車 5分
日交バス　関金行き　保育園前下車 10分

交通機関　所要時間：倉吉駅からバス・徒歩で約30分
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